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者

福
岡
市
立
〇
〇
中
学
校

〇
〇

〇
〇

単
元
名

「
〇
〇
中
学
校
を
紹
介
し
よ
う
」

一

指
導
事
項

第
一
学
年

「
Ｂ
書
く
こ
と
」
イ

伝
え
た
い
事
実
や
事
柄
、
課
題
及
び
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
明
確
に
す
る
こ
と
。

言
語
事
項
（
１
）
ウ

事
象
や
行
為
な
ど
を
表
す
多
様
な
語
句
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
話
や
文
章
の
中
の
語

彙
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
こ
と
。

二

単
元
の
評
価
規
準

ア

国
語
へ
の
関
心
・
意
欲
・
態
度

イ

書
く
能
力

ウ

言
語
事
項

①
伝
え
た
い
内
容
を
明
確
に
し
よ
う
と
し

①
相
手
・
目
的
に
応
じ
て
、
伝
え
た
い
事
実

①
事
象
や
行
為
な
ど
を
表
す
語
句
に
つ

て
い
る
。

や
事
柄
、
課
題
を
明
確
に
し
て
い
る
。

い
て
理
解
し
て
い
る
。

②
事
象
や
行
為
な
ど
を
表
す
語
句
に
つ
い

②
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
明
確
に
し
て
い

て
理
解
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

る
。

三

単
元
に
つ
い
て

○

本
単
元
の
指
導
事
項
と
し
て
、
第
一
学
年

Ｂ
書
く
こ
と

イ
「
伝
え
た
い
事
実
や
事
柄
、
課
題
及
び
自
分
の
考

え
や
気
持
ち
を
明
確
に
す
る
こ
と
」
、
言
語
事
項
（
１
）
ウ
「
事
象
や
行
為
な
ど
を
表
す
多
様
な
語
句
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
話
や
文
章
の
中
の
語
彙
に
つ
い
て
関
心
を
も
つ
こ
と
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
本
単
元
で
は
、

小
学
六
年
生
に
対
し
て
〇
〇
中
学
校
を
紹
介
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
す
る
た
め
の
準
備
の
段
階
と
し
て
、
集
め
た

題
材
を
整
理
・
分
類
す
る
活
動
を
行
う
。
こ
の
活
動
の
中
で
、
相
手
・
目
的
に
応
じ
て
、
自
分
の
伝
え
た
い
事
実
や
事

柄
、
課
題
及
び
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
明
確
に
す
る
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
る
。

○

生
徒
は
、
一
学
期
に
単
元
「
読
書
感
想
文
を
書
こ
う
」
で
、
『
さ
つ
き
』
を
読
ん
で
感
想
文
を
原
稿
用
紙
に
ま
と

め
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
表
記
の
仕
方
や
語
句
の
使
い
方
、
叙
述
の
仕
方
を
学
習
し
、
話
し
言
葉
と
書

き
言
葉
の
違
い
を
理
解
し
た
り
、
原
稿
用
紙
の
使
い
方
を
習
得
し
た
り
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
活
動
後
の
自
己
評
価

か
ら
、
原
稿
用
紙
に
書
く
こ
と
に
対
し
て
、
意
欲
的
に
取
り
組
め
た
こ
と
が
う
か
が
え
た
。
し
か
し
、
診
断
シ
ー
ト
の

「
文
章
を
書
く
と
き
に
難
し
い
と
感
じ
る
こ
と
は
何
で
す
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
項
目
を
挙
げ

る
生
徒
が
多
か
っ
た
。
（
解
答
総
数

名
）

32

「
書
く
内
容
を
探
す
こ
と
」
（

％
）

44

「
思
い
浮
か
べ
た
内
容
を
、
ど
の
よ
う
な
構
成
で
書
い
た
ら
よ
い
か
考
え
る
こ
と
」
（

％
）

59

「
体
験
し
た
こ
と
を
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
」
（

％
）

50

「
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
」
（

％
）

47

こ
の
こ
と
か
ら
、
読
み
取
っ
た
こ
と
や
自
分
の
感
じ
た
こ
と
を
整
理
し
て
書
い
た
り
、
ど
の
よ
う
な
言
葉
を
使
っ
て

表
現
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
、
次
の
課
題
と
な
る
生
徒
が
多
か
っ
た
。

○

以
上
の
点
か
ら
、
「
自
分
の
伝
え
た
い
考
え
や
気
持
ち
を
明
確
に
す
る
こ
と
」
、
「
集
材
し
た
事
実
・
事
柄
・
課
題

を
整
理
・
分
類
し
、
選
ぶ
こ
と
」
の
力
を
育
て
る
た
め
の
単
元
「
〇
〇
中
学
校
を
紹
介
し
よ
う
」
を
設
定
し
た
。
指
導

に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
〇
〇
中
学
校
を
紹
介
す
る
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
内
容
が
挙
げ
ら
れ
る
か
を
考
え
さ
せ
る
。

生
徒
た
ち
は
様
々
な
内
容
を
挙
げ
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
容
を
挙
げ
た
理
由
を
発
表
さ
せ
、
書
く
内
容
を
明
ら

か
に
す
る
に
は
、
相
手
・
目
的
を
意
識
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
。
そ
の
後
、
相
手
と
目
的
は
、

「
今
の
小
学
六
年
生
に
、
中
学
校
に
対
し
て
の
不
安
を
少
な
く
し
、
前
向
き
な
気
持
ち
で
入
学
し
て
も
ら
う
た
め
。
」

と
い
う
こ
と
に
焦
点
化
さ
せ
る
。
次
に
、
そ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
題
材
を
集
め
、
付
箋
に
書
き
出
さ
せ
る
。
そ
し
て
、

書
き
出
し
た
題
材
か
ら
、
「
自
分
の
関
心
度
」
と
「
相
手
に
と
っ
て
の
重
要
性
・
必
要
性
」
と
を
加
味
し
な
が
ら
、
ど

れ
を
選
ぶ
か
考
え
さ
せ
る
。
最
後
に
、
相
手
・
目
的
に
応
じ
て
、
適
切
な
題
材
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
て
い
る
か
を
振
り

返
ら
せ
、
伝
え
た
い
事
実
や
事
柄
、
課
題
及
び
自
分
の
考
え
や
気
持
ち
を
明
確
に
す
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
た
い
。

ま
た
、
こ
の
単
元
終
了
後
、
別
の
単
元
と
し
て
、
「
〇
〇
中
学
校
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
」
を
設
け
、
本

単
元
で
選
ん
だ
題
材
を
元
に
、
全
体
の
構
成
を
考
え
た
り
、
各
項
目
に
つ
い
て
の
詳
し
い
記
述
の
仕
方
を
学
ん
だ
り
す

る
学
習
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。



四 単元の指導計画・評価計画

指導事項 １年Ｂイ 伝えたい事実や事柄、課題及び自分の考えや気持ちを明確にすること。
言語事項 （１）ウ 事象や行為などを表す多様な語句について理解を深めるとともに、話や文章の中の語彙について関心をもつこと。

単元の評価規準 ○伝えたい内容を明確にしようとしている。

○事象や行為などを表す語句について理解しようとしている。

○相手・目的に応じて、伝えたい事実や事柄、課題を明確にしている。
○自分の考えや気持ちを明確にしている。

○事象や行為などを表す語句について理解している。

配 具体の評価規準 学習活動(言語活動) 指導上の留意点 (関心・意欲・態度) (話す・聞く、書く、読む、知識・理解・技能)
時 (評価の方法) おおむね満足できる状況【B】 十分満足できる状況【A】

１ 関:〇〇中学校を紹介する １ 学習のねらいや流れを確 ・初めは、相手・目的を示さずに ・伝えたい内容を考えるとき ・伝えたい内容を考えるとき

内容を、進んで考えよう 認する。 考えさせる。 に大切なことを挙げている。 には、相手と目的を意識する

としている。 ２ 〇〇中学校を紹介するた ・相手と目的は、「今の小学六年 ・伝えたい内容を進んで ことが大切だと記述している。

〈発表チェック〉 めの内容を考える。 生に、中学校に対しての不安をな 発表している。

書:相手・目的を意識して ３ 伝えたい内容を考えると くし、前向きな気持ちで入学して ☆ C の状況の生徒への手だて

書くことの大切さを感じ きに大切なことについて考え もらうため。」ということに焦点 「〇〇中学校の一番すごいと思うところはどこか」とい

ている。〈自己評価表分析〉る。 化させる。 う問いかけをする。

２ 言:事象や行為を表す語句 ４ グループごとにテーマを ・付箋の書き方の例を示す。 ・題材を多く集め、付箋 ・テーマをもとに、題材を挙 ・テーマをもとに、題材を挙

について理解している。 設定し、具体的にどのような ・小学６年生の「児童意識調査 に書いている。 げ、付箋に書いている。 げ、具体的に付箋に書いてい

〈ワークシート１分析〉 ことを書くか題材を集めて、 今心配なこと」の結果を提示し、 る。

付箋に書き出す。 参考にさせる。 ・自分の関心度という視点を ・自分の関心度と、相手にと

書:相手・目的に応じて題 ５ 書き出した題材を分類・ ・前時の学習を振り返り、「自分 ・分類・整理するときの 挙げている。 っての重要性と必要性という

材を分類・整理するとき 整理するときの視点について の関心度」と、「相手にとっての 視点について考えようと 視点を挙げている。

の視点について考えて 考える。 重要性と必要性」という視点で考 している。

いる。〈発表チェック〉 えさせる。 ☆ C の状況の生徒への手だて

グループでの話し合いにを参考にさせる。

１ 書:テーマをもとに、相手 ６ 自分の付箋を分類・整理 ・前時に考えた分類・整理の仕方 ・表を用いて、進んで伝 ・表に従って、テーマをもと ・自分の伝えたい内容が明確

・目的に応じて、伝えた し、パンフレットに書く題材 を意識させる。 えたい題材を分類・整理 に、相手･目的に応じて題材を になるように、テーマをもと

本 い題材を分類・整理して を選ぶ。 ・自分のテーマ、考えや気持ちを している。 分類・整理している。 に、相手･目的に応じて題材を

時 いる。 ７ グループで互いのワーク 確認させる。 ・他の生徒に、整理の視 分類・整理している。

〈ワークシート２分析〉 シートを交換し、テーマをも ・付箋の拡大版を用意し、表を使 点に沿って助言をしてい

〈振り返りシート分析〉 とに、相手・目的に応じて分 っての分類・整理の仕方の見本を る。

類・整理して題材を選べてい 示す。 ☆ C の状況の生徒への手だて

るか意見交換を行う。 ・助言の仕方、話し合いの進め方 自分の関心度を中心に考えさせる。

を示す。

書:伝えたい事実や事柄、 ８ 前時のグループでの話し ・選んだ題材の付箋を別の用紙に ・自分のワークシートを ・伝えたい事実や事柄、課題 ・相手・目的に応じて、伝え

１ 課題及び自分の考えや気 合いをもとに、再度自分の分 移し、他のグループと交換させ、 見て、伝えたい内容が明 及び自分の考えや気持ちを明 たい事実や事柄、課題及び自

持ちを明確にしている。 類・整理の仕方を振り返り、 テーマが何かを考えさせる。 確になっているかを振り 確にしている。 分の考えや気持ちを明確にし

〈ワークシート分析２〉 パンフレットに書く内容を決 ・題材の集め方だけでなく、自分 返り、感想を書いている。 ている。

める。 の考えや気持ちを分かりやすく記

９ 伝えたい内容が明確にな 述することの必要性に気付かせる。 ☆ C の状況の生徒への手だて

っているかを振り返らせる。 ・別単元でパンフレットづくりを 自分のテーマと比較させ、考えさせる。

行うことを予告する。



単元「〇〇中紹介パンフレットを作ろう」

配 具体の評価規準 学習活動(言語活動) 指導上の留意点 (関心・意欲・態度) (話す・聞く、書く、読む、知識・理解・技能)

時 (評価の方法) おおむね満足できる状況【B】 十分満足できる状況【A】

３ 書:相手・目的に応じて、 １ 整理した付箋を元に、全 ・パンフレットのまとめ方の参考 ・内容やレイアウトを工 ・相手･目的に応じて、伝えた ・相手･目的に応じて、伝えた

伝えたい内容を明確にし 体の構成を考え、内容を具体 として、２年生の作品（好きな作 夫しながら、パンフレッ い内容を明確にして、パンフ い内容を明確にして、具体的

て、パンフレットを書い 的に記述しながら下書きをす 家を紹介したもの）を提示する。 トを書いている。 レットを書いている。 に出来事や気持ちをパンフレ

ている。 る。 ットに書き表している。

〈レポート用紙分析〉

２ 下書きを元にレポート ☆ C の状況の生徒への手だて

関:伝えたい内容を明確に を完成させる。 付箋に書いた内容を、より詳しく書くように指示する。

して書くことの重要性を ・評価表を使って振り返りをさせ

実感し ３ 学習を振り返る。 る。 ・伝えたい内容を明確に

ている。 して書くことの重要性を

〈自己評価シート分析〉 実感している。



五

本
時

平
成
二
十
一
年
十
月
七
日
（
水
）

五
校
時

第
一
学
年
〇
組

（
４
／
５
）

１

本
時
の
具
体
の
評
価
規
準
・
評
価
方
法

関

伝
え
た
い
題
材
を
、
進
ん
で
分
類
・
整
理
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

書

テ
ー
マ
を
も
と
に
、
相
手
・
目
的
に
応
じ
て
、
伝
え
た
い
題
材
を
分
類
・
整
理
し
て
い
る
。

２

資
料
等

①
自
己
評
価
表

②
掲
示
用
紙

③
表
と
付
箋
の
拡
大
版

④
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
１

⑤
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
２

⑥
付
箋

⑦
振
り
返
り
シ
ー
ト

３

本
時
の
指
導
計
画
・
評
価
計
画

学
習
活
動
・
内
容

資
料

Ａ
の
状
況
・
Ｂ
の
状
況

配
時

過
程

主
な
言
語
活
動

指
導
上
の
留
意
点

Ｃ
の
状
況
の
生
徒
へ
の
手
だ
て

形
態
（
分
）

導
入

一
．
前
時
の
学
習
を
想
起
し
、

○

前
時
に
考
え
た
本
時
の

①

一
斉

８

本
時
の
目
標
を
確
認
す
る
。

目
標
を
確
認
さ
せ
る
。

②

○

前
時
に
考
え
た
相
手
・

題
材
を
整
理
・
分
類
し
よ
う
。

目
的
に
応
じ
た
題
材
の
整

理
の
視
点
を
黒
板
に
掲
示

し
、
復
習
す
る
。

展
開

二
．
表
に
従
っ
て
、
付
箋
を
移

○

付
箋
の
並
べ
方
の
例
を

Ａ

自
分
の
伝
え
た
い
内
容
が

個
人

15

動
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
書
く

示
す
。

③

明
確
に
な
る
よ
う
に
、
テ
ー

題
材
を
選
び
、
○
印
を
つ
け
る
。

④

マ
を
も
と
に
、
相
手･

目
的
に

・
テ
ー
マ

⑤

応
じ
て
題
材
を
分
類
・
整
理

・
自
分
の
関
心
度

⑥

し
て
い
る
。

・
相
手
に
と
っ
て
の

重
要
性
・
必
要
性

Ｂ

表
に
従
っ
て
、
テ
ー
マ
を

も
と
に
、
相
手･

目
的
に
応
じ

て
題
材
を
分
類
・
整
理
し
て

い
る
。

三
．
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
、
表
を

○

グ
ル
ー
プ
内
で
ワ
ー
ク

グ
ル

20

見
比
べ
て
、
選
ん
だ
題
材
が
、

シ
ー
ト
を
交
換
し
、
助
言

Ｃ

自
分
の
関
心
度
を
中
心

ー
プ

テ
ー
マ
を
も
と
に
相
手
・
目
的

を
書
か
せ
る
。

⑤

に
考
え
さ
せ
る
。

に
応
じ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る

○

書
き
終
わ
っ
た
後
に
、

⑥

か
意
見
交
換
を
行
う
。

意
見
交
換
を
す
る
時
間
を

関

表
を
用
い
て
、
題
材
を
分

設
け
る
。

類
・
整
理
し
よ
う
と
し
て
い

る
。

関

他
の
生
徒
に
、
整
理
の
視

ま
と
め

四
．
本
時
の
ま
と
め
、
次
時
の
予

○

本
時
を
振
り
返
り
、
自

点
に
沿
っ
て
助
言
を
し
て
い

一
斉

７

告
を
聞
き
、
本
時
の
自
己
評
価

己
評
価
と
感
想
を
書
く
。

①

る
。

個
人

を
書
く
。

次
時
は
、
最
終
的
に
選
ぶ

⑦

も
の
を
決
め
、
そ
れ
を
見

な
が
ら
、
ま
と
め
を
行
う

こ
と
を
予
告
す
る
。



〇

〇

中

学

校

を

紹

介

し

よ

う

ワ

ー

ク

シ

ー

ト

１

Ｂ４

（

）

組

氏

名

（

）

〇

〇

泉

中

学

校

を

紹

介

す

る

と

し

た

ら

…

伝

え

た

い

こ

と

を

考

え

る

と

き

に

大

切

な

こ

と

とこいたえ伝

〉

〉〈

〈



〇

〇

中

学

校

を

紹

介

し

よ

う

ワ

ー

ク

シ

ー

ト

１

Ｂ４

（

）

組

氏

名

（

）

☆

〇

〇

中

学

校

を

紹

介

す

る

と

し

た

ら

…

☆

伝

え

た

い

こ

と

を

考

え

る

と

き

に

大

切

な

こ

と

と

・

四

小

学

校

か

ら

集

ま

る

・

人

数

・

相

手

を

は

っ

き

り

す

る

こ

と

。

こ

・

校

舎

・

授

業

・

テ

ス

ト

・

何

の

た

め

に

書

く

の

か

を

い

・

行

事

・

部

活

・

給

食

は

っ

き

り

す

る

こ

と

。

た

・

係

、

委

員

会

、

生

徒

会

活

動

え

・

休

み

時

間

伝

〉ち持気・え考いたえ

〉

伝

マ

の

目

的

－

分

テ

自

〈

〈

中 学 校 に 対 し て の 不 安 を 少 な く し 、 前 向 き な 気 持 ち で 入 学 し て も ら

う た め 。



相

手
板

書

計

画

二

時

目

標

題

材

を

探

し

、

付

せ

ん

に

書

こ

う

。

①

グ

ル

ー
プ

で

テ

ー
マ

を

決

め

る

。

例

・

中

学

校

の

よ

い

と

こ

ろ

・

中

学

校

の

楽

し

い

と

こ

ろ

・

小

学

校

と

の

違

い

・

中

学

校

生

活

を

送

る

上

で

大

切

な

こ

と

②

そ

の

テ

ー
マ

の

元

に

、

ど

の

よ

う

な

考

え

・

気

持

ち

を

伝

え

た

い

の

か

を

記

入

す

る

。

③

題

材

を

探

し

、

付

せ

ん

に

書

く

。

〈

書

き

方

〉

・

番

号

を

書

く

。

・

項

目

を

書

く

。

・

伝

え

た

い

内

容

を

簡

潔

に

書

く

。
（

一

文

か

二

文

）

・

ひ

と

つ

の

項

目

に

対

し

て

，

多

く

て

も

二

つ

か

三

つ

。

②

〈 部 活 動 〉

卓 球 部 は ， み ん な 仲 良 く 和

気 あ い あ い と 活 動 し て い ま

①

〈 行 事 （ 体 育 大 会 ）〉

ブ ロ ッ ク が 団 結 し て 競 技

や 応 援 に 取 り 組 み 、 感 動

し ま し た 。

③

〈 部 活 動 〉

卓 球 部 の 顧 問 の 先 生 は ， と

て も 美 し く て 優 し い で す 。

今 の

小 学 6 年 生



④

題

材

の

選

ぶ

と

き

に

考

え

る

こ

と

・

テ

ー
マ

に

沿

っ

た

内

容

か

ど

う

か

。

・

自

分

は

ど

れ

を

伝

え

た

い

か

。

・

相

手

は

ど

れ

を

知

り

た

い

か

。

↓

整

理

・

分

類

す

る

！

三

時

板

書

計

画

目

標

伝

え

た

い

題

材

を

整

理

・

分

類

し

よ

う

。

学

習

の

進

め

方

〈

そ

の

一

〉

①

表

に

従

っ

て

題

材

を

整

理

・

分

類

す

る

。

②

選

ん

だ

題

材

に

○

印

を

つ

け

る

。

☆

題

材

の

選

ぶ

と

き

に

考

え

る

こ

と

・

テ

ー
マ

に

沿

っ

た

内

容

か

ど

う

か

。

・

自

分

は

ど

れ

を

伝

え

た

い

か

。

・

相

手

は

ど

れ

を

知

り

た

い

か

。



〇

〇

中

学

校

を

紹

介

し

よ

う

ワ

ー

ク

シ

ー

ト

２

Ａ３

（

）

組

氏

名

（

）

☆

伝

え

た

い

内

容

を

整

理

・

分

類

し

よ

う

。

へ

へ

へ

言

）

）

）

助の

り

り

り

（

（

（

ら

よ

は

よ

は

よ

は

か

○

○

○

〉

）

）

）

外

人

，

，

，

以

の

へ

へ

へ

マ

プ

）

）

）

－

－

テ

ル

（

（

（

グ

は

は

は

〈

○

○

○

（

（

（

①

（ 行 事 ）

卓 球 部 は ， み ん な

仲 良 く 和 気 あ い あ

い と 活 動 し て い ま

②

（ 部 活 動 ）

卓 球 部 は ， み ん な

仲 良 く 和 気 あ い あ

い と 活 動 し て い ま

③

（ 部 活 動 ）

卓 球 部 の 顧 問 の 先

生 は ， と て も き れ

い で 優 し い で す 。

〈

そ

の

二

〉

①

助

言

を

書

く

。

・

位

置

の

移

動

・

○

の

付

け

替

え

・

内

容

の

補

足

②

意

見

交

換

を

行

う

。

・

助

言

相

手

へ

の

質

問

・

助

言

を

書

い

た

理

由

の

説

明



。
め

小

し

た

く

う

な

ら

少

も

を

て

Ｃ

Ｆ

Ｉ

安

し

不

学

の

入

て

で

度

し

ち

心

中

対

持

関

に

気

の

校

な

分

〉

学

き

ち

自

中

向

持

Ｂ

Ｅ

Ｈ

前

気

〉的

・

目

え考

〈

い

大

生

た

年

え

６

伝

〉

学

マ

の

〉手

小

－

分

Ａ

Ｄ

Ｇ

相

の

テ

自

大

中

小

今

小

学

六

年

生

に

と

っ

て

の

重

要

性

・

必

要

性

〈

〈

〈

〇

〇

中

学

校

を

紹

介

し

よ

う

振

り

返

り

シ

ー

ト

Ｂ５

（

）

組

氏

名

（

）



〈
自
己
評
価
〉

４

…
よ
く
で
き
た

３
…
だ
い
た

い
で
き
た

２
…
あ
ま
り
で
き
な
か
っ
た

１
…
で
き
な
か
っ
た

１

相
手
・
目
的
を
意
識
し
て
内
容
を
分
類
・
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

（

４

３

２

１

）

２

グ
ル

ー
プ
で
相
手
に
助
言
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

（

４

３

２

１

）

３

伝
え
た
い
内
容
を
は
っ
き
り
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
。

（

４

３

２

１

）

〈

学

習

を

振

り

返

っ

て

の

感

想

〉

☆

伝

え

た

い

内

容

を

は

っ

き

り

さ

せ

る

こ

と

に

つ

い

て

感

じ

た

こ

と

を

書

こ

う

。

ＡＢ

今

日

の

学

習

で

と

い

う

こ

と

が

分

か

っ

た

。

〇

〇

中

学

校

を

紹

介

し

よ

う

ワ

ー

ク

シ

ー

ト

３

Ａ３

（

）

組

氏

名

（

）

 

学

習

の

流

れ

①

学

習

目

標

を

確

認

す

る

。

②

伝

え

た

い

こ

と

を

考

え

る

と

き

に

大

切

な

こ

と

に

つ

い

て

考

え

る

。

③

テ

ー
マ

を

設

定

し

、

紹

介

し

た

い

題

材

を

挙

げ

る

。

④

伝

え

た

い

題

材

を

（

）
。

⑤

伝

え

た

い

題

材

を

選

ぶ

。

⑥

ま

と

め



☆

伝

え

た

い

内

容

を

は

っ

き

り

す

る

こ

と

が

で

き

た

か

振

り

返

ろ

う

。

のらか人の

価

プ

評

－ルグの他
。

め

し

た

く

う

小

な

ら

少

も

を

て

安

し

不

学

Ｃ

Ｆ

Ｉ

の

入

て

で

し

ち

対

持

度

に

気

心

中

校

な

関

学

き

の

中

向

分

〉

前

ち

自

〉的

持

Ｂ

Ｅ

Ｈ

目

気・

〈

え考

？

い

大

生

た

〉

年

マ

え

６

－

伝

学

テ

の

〉手

小

分

？

Ａ

Ｄ

Ｇ

〈

相

の

自

大

中

小

今

小

学

六

年

生

に

と

っ

て

の

重

要

性

・

必

要

性

自

己

評

価

〈

〈
テーマは

〈 〉で

あ な た の

「

」

という考えや気持ちがわってきました。

（ ） よ り

テーマは

〈 〉で

あ な た の

「

」

という考えや気持ちがわってきました。

（ ） よ り

テーマは

〈 〉で

あ な た の

「

」

という考えや気持ちがわってきました。

（ ） よ り

４…よくできた ３…だいたいできた ２…まあまあできた １…できなかった

①テーマに沿って題材を選ぶことができた。 （ ４ ３ ２ １ ）

②自分の関心度を考えることができた。 （ ４ ３ ２ １ ）

③相手にとっての重要性・必要性を考えることができた。（ ４ ３ ２ １ ）

④伝えたい内容をはっきりすることができた。 （ ４ ３ ２ １ ）

〈 単 元 を 振 り 返 っ て 分 か っ た こ と ・ 感 想 〉



☆
題
材
を
選
ぶ
と
き
に
考
え
る
こ
と

・
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
内
容
か

・
自
分
は
ど
れ
を
伝
え
た
い
か

・
相
手
は
ど
れ
を
知
り
た
い
か

〈
そ
の
一
〉
個
人

①
題
材
を
整
理
・
分
類
す
る
。

②
選
ん
だ
題
材
に
○
印
を
つ
け
る
。



〈
そ
の
二
〉
グ
ル
ー
プ

①
助
言
を
書
く
。

・
位
置
の
移
動

・
○
の
付
け
替
え

・
内
容
の
補
足

②
意
見
交
換
を
行
う
。

・
助
言
の
補
足

・
助
言
相
手
へ
の
質
問



〈
書
き
方
〉

・
番
号
を
書
く
。

・
項
目
を
書
く
。

・
伝
え
た
い
内
容
を
簡
潔
に
書
く
。

（
一
文
か
二
文
）

・
ひ
と
つ
の
項
目
に
対
し
て
、

多
く
て
も
二
つ
か
三
つ
。



〈
そ
の
三
〉
個
人

①
付
箋
の
位
置
を
移
動
し
た
方
が
良
い
と

思
っ
た
と
こ
ろ
を
貼
り
替
え
る
。

②
付
け
加
え
た
方
が
よ
い
と
思
っ
た
内
容

が
あ
れ
ば
、
赤
い
付
箋
に
書
き
、
貼
る
。

③
最
終
的
に
選
ん
だ
も
の
に
、
☆
印
を
つ

け
る
。
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